
　NPO法人タランガフレンドシップグループ(以下TFG)は、2007年度から2年かけて、スリランカ
の北西州でJICA(ジャイカ/独立行政法人国際協力機構)の草の根技術協力事業のTFGプロジェクトを
実施しました。
　このプロジェクトでは、北西州の低開発村の若者などを対象に、農業研修事業と販売ネットワーク
構築事業を行いました。参加した研修生の人数は191名です。
　1993年以来、TFGは北西州政府と協力しながら職業訓練支援を行ってきました。資金と機材と技
術を提供することで、低開発村の若者の経済的自立、社会的自立を促進してきました。すでに、約
10年かけて約1,800名の研修生を地域社会に送り出しました。
　現在のスリランカでは、内戦も終結し、平和を取り戻し、順調な経済活動が行われています。
2007年当時は、政府高官が暗殺されるなど、町中でもテロが頻発し、スリランカ人は神経質になっ
ていました。私がホームステイしていた家の近くでも、人が乗っているバスへの爆弾テロがありまし
た。スリランカ人の7割はシンハラ人ですが、主に北部に住むタミ
ール人が独立を望み、内戦となっていました。従って、タミール人
が多く住む北部へは容易に行くことができませんでした。
　JICAの草の根技術協力事業は、日本のNGOなどの団体が経験や
技術を活かして企画し、途上国への協力活動をJICAが支援するもの
です。そして、共同で行い、途上国の地域住民に直接役立つ事業を
行います。（日置） JICAスリランカ事務所を訪問・打合せ
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スリランカで国際協力活動
タランガフレンドシップグループの事例-その1

　前回の記事でオリンピック・パラリンピック・スペシャルオリンピックを紹介させていただきまし
たが、実はもうひとつ○○リンピックがあるのをご存知でしたか？
　それが「デフリンピック」です。
　デフリンピックとは、ろう者自身が運営しており、４年に一度開催される、ろう者による、ろう者
のための国際的な総合スポーツ大会です。1924年フランス(パリ)で第１回夏季大会が、1949年オー
ストリアで第１回冬季大会が開催されました。日本は1964年アメリカ(ワシントン)で開催された第
10回夏季大会、1967年西ドイツの第６回冬季大会から参加しています。
　しかし、オリンピック、パラリンピックと比べると認知度が低いため、大会遠征費等も自費で賄わ
なければならないなど、支援は十分ではありません。
 選手達も練習時間を確保する為の負担も大きく厳しい状況の中ではありますが、みなさん頑張って
います。オリンピック・パラリンピックと同じように指導者のいるス
ポーツセンター、スポーツ医学・科学、情報分野からの支援も受けら
れるようになるといいと思います。
　今、全日本ろうあ連盟では、デフリンピック100周年の歴史的節目
である2025年に日本(東京)開催を目指して、連盟、選手一丸となって
頑張っているそうです。ぜひ開催誘致に成功し、それが、日本におけ
るデフスポーツ環境の発展につながり、きこえない子供たちの夢を育
むことになればよいなと思います。（岩下）

「デフリンピック」をご存知ですか？

ワンポイントQ＆A

認 知 症 に つ い て
質問：一人暮らしの母親について、周りから「認知症が心配だね」と
　　　言われましたが、認知症とは何か教えてください。
答　：認知症とは、脳の病気や障害など様々な原因により認知機能
　　　が低下し、日常生活全般に支障が出てくる状態をいいます。

　認知症とは、さまざまな原因で脳の細胞が死ぬ、または働きが悪くなることによって、記憶・判断力の
障害などが起こり、意識障害はないものの社会生活や対人関係に支障が出ている状態（およそ 6か月以
上継続）をいいます。年をとれば誰でも、思い出したいことがすぐに思い出せなかったり、新しいことを覚
えるのが困難になったりしますが、認知症は、このような「加齢によるもの忘れ」とは違います。例えば、
体験したこと自体を忘れてしまったり、もの忘れの自覚がなかったりする場合は、認知症の可能性があり
ます。

〇 認知症ってどんな病気

　認知症の大部分を占めるアルツハイマー型や脳血管性認知症は、生活習慣病（高血圧、糖尿病、高脂
血症など）との関連があるとされています。例えば、野菜・果物・魚介類など、バランスのとれた食事を
心掛けたり、定期的な運動習慣を身に付けたりと、普段からの生活管理が認知症の予防に繋がることが
分かってきました。
　症状が軽い段階のうちに認知症であることに気づき、適切な治療を受けることで、薬で認知症の進行
を遅らせたり、場合によっては症状を改善したりすることもできます。
　また、早目に対応することで、「介護サービス」や「福祉サービス」へ繋ぐこともできるようになります。

〇 認知症の予防方法等

　周囲の現実を正しく認識できなくなります。
　記憶障害、見当識（けんとうしき）障害、理解・判断力の障害、実行機能障害、感情表現の変化
[ 症状例 ]
①　記憶力や判断力の低下を自覚して、元気がなくなり引っ込み思案に
②　今まで出来たことが上手く出来なくなって、自信を失い、すべてが面倒に
③　自分のしまい忘れから、他人へのもの盗られ妄想
④　「知り合いが家の財産を狙っている」といった訴えや徘徊

〇 認知症の症状

意 識 障 害
なし 記憶障害

社会生活・対人関係に支障

うつ病の否定

判断力障害
計画や段取りを立てられない
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